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地震に先行する下部電離圏擾乱の統計的研究
Statistical study of pre-seismic subionospheric disturbance observed by the DEMETER
and ground-based measurements
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地震に関連する電磁気現象として大気圏および電離圏擾乱は 1980年代後半ごろから指摘されてきた。これらの現象は
短期地震予測への利用が期待されるが、変動が非常に微少であることやマグニチュードの大きな地震に対してのみ観測
されることから、大量なイベント収集による統計的な解析が不可欠とされる。地球上の無数の地点で発生する地震に対
してこれらの現象を効果的に収集する手段として衛星観測が挙げられる。特に近年は 2004年 6月にフランス CNESに
よって地震電磁気衛星 DEMETERが打ち上げられ、地震に先行する夜間 VLF 帯電磁波強度減少現象が統計的結果とし
て得られている。Nêmecらは DEMETERによって得られた電場データを解析し、震央上空における夜間 VLF 帯電磁波
強度が周波数 1.7 kHz周辺において地震発生前の 4時間以内に 4～6 dBほど減少するという規則性を指摘した。この周
波数帯の電磁波は落雷によって発生する背景電磁波とみられ、下層電離圏異常が電磁波の伝搬に何らかの影響を与える
と解釈される。本研究においては地震先行的な電磁波強度減少を統計的に検証および発生メカニズムの検討を行う。そ
の結果、本現象を検知したと思われる数軌道の時系列解析によれば、地震への接近にしたがって強度減少が起きている
事例を確認した。本現象は観測した周波数帯のバックグラウンドである落雷数との相関がみられなかったことから、電
離圏下層擾乱が発生メカニズムとして考えられる。
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